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【実習内容】
　まず実習内容としては，外来見学，ICU見学，手術見学，学会見学，カンファレンス見学などをさせてい
ただきました。
　外来見学ではVSD，Fallot四徴症，不整脈などの患者さんを多く見学させていただきました。もちろんす
べて英語だったため最初はものすごく苦労しましたが，先生方は皆さん熱心に指導してくださり， 4 週間で
少しは病態を聞き取れるようになったのではないかと感じております。
　ICU見学では，日本人の先生も働いておられ，分からないことがあれば日本語で質問することができたの
で，とても助かりました。アメリカでの診療は日本とシステムが異なっており，病室は全て個室となってお
り，心エコーなどの検査も全て専門の方が行う分業制になっていました。中でも手術時間はとても短く，
シャントなどの術式も日本では見たことのないような方法で行っていてとても興味深かったです。カテーテ
ルなどのデバイスも日本では承認されていないような最新のものなどを使っていました。
　カンファレンスでは，日本と同じように内科と外科で相談し合い治療方針を決めていました。専門用語が
とても多く飛び交うので，最低限は勉強して行った方が，話もよりわかりやすく聞けると思います。アメリ
カではトップ ３ に入るほど有名な小児循環器の病院であり，普段見ることのできない症例や術式なども見学
することができとても興味深かったです。
【移動】
　航空券は往復で１6万円程度でした。早めに予約しないと高くなったり，トランジットの時間が長くかかっ
てしまうので早く予約することをお勧めします。
【宿泊施設】
　宿泊施設は留学生用の寮がないということで最初の １ 週間はホテルに宿泊していました。そして残りの ３
週間は病院の先生の知り合いの家に居候させていただきました。ホテルは ３ 人共同の部屋で １ 週間あたり一
人 4 万円程度で，キッチンやジム，プールなどが併設されていましたが， 4 週間宿泊するとなると高くなる
ため，後日先生の知り合いの方を紹介してもらい居候する形となりました。居候させていただいた家では一
人一つ部屋を使わせていただき ３ 週間滞在して一人 4 万円前後という格安な料金で使わせていただきまし
た。食事は自炊をし，病院までの移動は空港でレンタカーを借りて毎日片道３０分かけて通いました。
【食事】
　食事は基本，昼食は病院の食堂，夕食は自炊をしていました。基本的に昼食はハンバーガーかピザばかり
でした。しかし，メンフィスではいくつか日本の食材を扱っているスーパーがあったので，レンジで暖める
パックライスやカップ麺などを買っていました。納豆や漬物，醤油なども割高ですが現地で入手可能です。
【休日の過ごし方】
　休日は，NBAの試合を観戦しに行ったり，音楽フェスティバルへ行ったり，現地の観光地などへ行きま
した。レンタカーを借りていたことで比較的容易に買い物などにも出かけることができたので，あまり生活
で困ったことはありませんでした。
　また，メンフィスに住む日本人の先生方に誘っていただきBBQなどにも参加しました。海外で働くこと
になったきっかけや医師としてのこれからの進路などについても相談できてとても実りある経験になりまし
た。
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【感想】
　実際に海外での診療を見る機会はあまりないので，今回の海外実習はとてもいい経験になり，いい刺激を
受けました。現地の日本人の先生方とも話す機会がたくさんあり，日本の診療との違いや，働き方の違い，
考え方の違いなどをとても身近に感じることができました。僕は英語があまり得意ではなかったのですが，
分からないことがあれば自ら積極的に教えてくださる先生方に助けてもらい，少しでも多くの経験をできた
ことにとても感謝しています。最後になりましたが，海外での病院実習という機会を与えてくださりありが
とうございました。この経験をこれからもしっかり活かし，よりよい医療人となれるよう努力していきたい
と感じております。
